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ブログからロボットの動作コンテンツを生成するシステム
TENORIの提案
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We propose a contents generation system from blogs named ”TENORI” for a portable robot named ”Blog Robot”.
Blog Robot presents blog contents by using verbal and non-verbal expression. TENORI has introductory essay
generation function via the category infomations and authoring tool witch can embed gestures. Using TENORI,
Blog Robot can communicate the blog entry to readers by speaking and using gestures, so it can present blog entry
with realistic sensation.

1. はじめに

携帯電話やPDAに内蔵されたGPSを利用したサービスの普
及によって，位置ベースのコンテンツの提示インタフェースの必
要性が高まっている．しかし，[Ittemia 07]や [Rsstogps 07]と
いった位置情報を利用したコンテンツを提示するインタフェー
スは多く存在するが，コンテンツを作った人がその場で説明し
てくれているような臨場感のある形でのコンテンツの再生につ
いての研究はほとんどなされていない．
そこで我々は，身体を用いて人間と同じように感情表現がで

きるロボットに着目した．ロボットを提示インタフェースに用
いることによって，人間が説明してくれているような臨場感の
ある形でのコンテンツ再生を行うことができる．本研究では
コンテンツにブログを選び，ブログの記事をロボットがジェス
チャと発話を用いて能動的にユーザに伝えることが可能となる
TENORIシステムを開発した．ブログとは記事が時系列順に
並び，それぞれの記事に対してコメントをつけることができる
WEBサイトのことであり，身の回りの出来事や自分の意見を
気軽に紹介できるコンピュータネットワーク上の媒体としてブ
ログに対する一般ユーザの関心が高まっている．現在，ブログ
はインターネット上に非常に多く存在するため，新しくコンテ
ンツを用意しなくて良いという利点がある．
ロボットにブログ記事の内容を読ませる際に，ただロボット

がブログの内容を喋るだけでは読み手に臨場感を与られない．
読み手に臨場感を与えるためには，ロボットが適切なタイミン
グで書き手の意図したジェスチャを行う必要がある．しかし，
現在のブログ記事はロボットで再生されることを考慮されてい
ないため，ブログの内容に相応しいジェスチャをロボットがす
ることができない．また，音声による記事再生だけでは，再生
中に注意を十分に実世界に向けることができず，結果として臨
場感が損なわれてしまう．
そこで本論文では，ブログオーサリングツールによって従来

の顔文字と同じ感覚でロボットのジェスチャタグをブログの文
章中に埋め込む．また動作コンテンツ生成システム TENORI
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によって，ジェスチャタグからのジェスチャ生成とブログ記事
の簡単な紹介文生成を行う．TENORIを用いることで，外観
は普通のブログのままで記事にロボットのジェスチャを組み込
むことが可能となる．

2. ロボットによるブログ記事の再生

2.1 ブログの再生にロボットを用いる有効性
ジェスチャは音声言語の理解を高めるのに効果的であり，

[Berger 71] の研究によれば理解の正確性が約 2 倍になった．
つまり，ジェスチャを交えた会話は文章を読むよりも状況を伝
えやすく，書き手がその場で説明してくれているような臨場感
を生むと考えられる．
また，[Shinozawa 05] の研究によれば，実世界上で動くロ

ボットは画面内の CG エージェントに比べて実世界上に関す
る情報提示を行う際に，ユーザに意図を伝えるのに有利であ
るとされる．そのため，実世界の事柄について書かれたブログ
記事の提示に関しても画面内でブログ記事を提示するよりも，
ロボットを用いた方が読み手の注意を実世界に向けるには効果
的であると考えられる．

2.2 ブログにおける臨場感
本研究のブログにおける臨場感は，書き手が書いた実世界

のブログの記事内容を書き手がその場で説明してくれているよ
うな感覚とする．臨場感が高まれば，読み手がその実世界とブ
ログの記事内容についてより興味を抱き，印象に残る可能性が
高くなると考えられる．
ブログにおける臨場感を高めるには，ブログの適切なシチュ

エーションでのブログの再生の提案と書き手が意図した通りの
タイミングでのジェスチャが必要であると考えられる．

2.3 BlogRobot
BlogRobotはブログの記事を再生するための携帯型小型ロ

ボット (図 1)である．BlogRobotはGPS機能を搭載したPDA

と頭部と両手を持つ．頭部と両手の各ユニットは PDA から
Bluetoothによってコントロールされる．頭部と両手はそれぞ
れサーボモータによって動作し，頭部は 6の自由度を持ち，両
手はそれぞれ 3の自由度を持つ．
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図 1: BlogRobot

BlogRobot は一定周期で GPS 情報を更新し，ブログ記事
に含まれる jpeg画像の GPS情報と比較する．BlogRobotの
GPS情報に近い GPS情報を持つ jpeg画像をもつブログ記事
があれば，読み手にブログ記事の存在を伝えて紹介し，記事の
再生を開始する (図 2)．

図 2: BlogRobot動作の流れ

2.3.1 BlogRobotとジェスチャ
BlogRobotはジェスチャコマンドを読み込むことで各種ジェ

スチャを行うことができる．BlogRobot が行えるジェスチャ
と対応するジェスチャコマンドを以下に示した．

• !!hatena ⇒ 首をかしげる (図 3)

• !!ojigi ⇒ おじぎ (図 4)

• !!kubihuri ⇒ 首を振る (図 5)

• !!namida ⇒ 悲しむ (図 6)

• !!warai ⇒ 喜ぶ (図 7)

• !!play: ⇒ 同意を求める (図 8)

3. TENORIによる動作コンテンツの生成

我々はブログからロボットの動作コンテンツを生成するシ
ステム TENORIを提案する．TENORIは次の２つの機能に
よってロボットの動作コンテンツを生成する．

• ジェスチャタグを埋め込み可能なオーサリングツールを
持つブログシステム

• 埋め込まれたジェスチャタグからジェスチャコマンドを
生成する機能

ジェスチャタグとは図 9に示したようなタグであり，パソコ
ン上で見るとジェスチャを示すアイコンが付与される以外は普
通の文章として表示される．このジェスチャタグを TENORI

を用いて変換し，ジェスチャコマンドを生成する．

図 3: 首をかしげるジェスチャ 図 4: おじぎジェスチャ

図 5: 首を振るジェスチャ 図 6: 悲しむジェスチャ

図 7: 喜ぶジェスチャ 図 8: 同意を求めるジェスチャ

図 9: ジェスチャタグの例

図 9 に示したジェスチャタグを TENORI で変換すると図
10のようなジェスチャコマンドが生成され，BlogRobotがお
じぎジェスチャをしながら「どーも、大隅です」と発話する．
これによりジェスチャとジェスチャに対応する文章の発話を同
時に実行することができる (図 11)．

4. TENORIのシステム構成

TENORI の構成を図 12 に示す．ブログの記事はブログモ
ジュール内のオーサリングツールによって生成される．ブログ
モジュールは単体では通常のブログとして動作しており，WEB

上で閲覧することも可能である．TENORIはBlogRobotから
GPS情報を受け取ると，BlogRobotのGPS情報と近いGPS

情報を持つブログ記事を探し，記事ががあれば該当する記事を
BlogRobotで再生するのに適した形に変換してブログ記事の
紹介文を付加して BlogRobotへ送り返す．
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図 10: ジェスチャコマンドの例

図 11: ジェスチャと発話のタイムライン

4.1 ブログモジュールの設計
ブログモジュールは他のモジュールから独立しており，単体

でも通常のブログとして動作する．ブログモジュール内のオー
サリングツールを用いることによって，ジェスチャタグを組み
込んだブログ記事を生成する．
4.1.1 オーサリングツール

TENORIのオーサリングツールは従来のオーサリングツー
ルで文字の強調，文字の色の変更といった機能を持たせていた
ボタンの欄に，同様の方法でジェスチャタグを埋め込むことが
可能なボタンを追加したものである．書き手は自分の作成した
文章中で，ジェスチャタグを組み込みたい部分を選択し，ジェ
スチャを追加するボタンを押すだけでブログ記事にジェスチャ
タグを組み込むことが可能となる．

4.2 TENORIの設計
TENORIは以下のモジュールを内部に持つ．

• GPS取得モジュール

• 記事選択モジュール

• 前処理モジュール

• F-TOPICモジュール

記事選択モジュールは BlogRobotから GPS情報を受け取
ると，GPS取得モジュールを呼び出す．GPS取得モジュール

図 12: TENORIのシステム図

は登録されているブログの RSSフィードを取得し，ブログの
記事に含まれる jpeg画像から GPS情報を取得する．記事選
択モジュールは BlogRobotから受け取った GPS情報と GPS

取得モジュールから得られたブログ記事の GPS情報を比較す
る．BlogRobotの GPS情報に近い GPS情報を持つブログ記
事があれば，前処理モジュールにブログの記事番号を送信す
る．前処理モジュールは送られてきた記事番号のブログ記事
を取得し，ブログ記事の本文に含まれる読み上げとジェスチャ
に不要なタグの除去とジェスチャタグを利用したジェスチャコ
マンドの生成を行う．F-TOPICモジュールでは，前処理部で
処理されなかった日付，カテゴリ，編集者のデータからブログ
の簡単な紹介文を生成し，紹介文と本文を BlogRobotへ送信
する．

5. 実装

5.1 ブログモジュールの実装
本研究ではブログモジュールにWordPress [WordPress](図

13)を使用する．WordPressはオープンソースのブログ/CMS

プラットフォームである。ブログのオーサリングツールを図 14

に示した．オーサリングツールでは文章の範囲を選択し，ジェ
スチャタグ挿入ボタンを押すことでジェスチャタグが挿入さ
れる．

図 13: WordPressで作られた TENORIブログ

図 14: オーサリングツールとジェスチャタグの挿入方法

5.2 TENORIの実装
5.2.1 GPS取得モジュール

RSSフィードから得られたブログ記事の本文の imgタグが
含まれる行を検索し，画像の URLを抽出する．抽出した画像
の Exif情報を解析し，GPS情報を取得する．
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5.2.2 前処理モジュール
前処理モジュールでは RSSフィードで取得してきたブログ

記事の本文に含まれるジェスチャタグをジェスチャコマンドに
変換する．加えて，ジェスチャタグの終了と不要なタグを除去
することにより，ジェスチャの開始ポイントと本文のみのデー
タが生成される．ジェスチャは種類ごとにジェスチャ時間が定
められているため，タグの終了位置は BlogRobotの動作に影
響を与えない．
5.2.3 F-TOPICモジュール

(1)いつ，(2)何について，(3)誰が，(4)どのような記事を書
いたかが分かるような紹介文を生成する．それぞれRSSフィー
ドの次の部分に対応させる．カテゴリが天気であった場合の
み，今日の天気についての文章を加える．

• 日付 ⇒ いつ (when)

• カテゴリ ⇒ 何について (what)

• 編集者 ⇒ 誰が (who)

• タイトル ⇒ どのような (how)

F-TOPIC モジュールによる紹介文の生成例を図 15 に示
した．

図 15: 紹介文の生成例

6. ブログ記事の再生検証

図 13の記事を再生した際の本文部分のタイムラインを図 16

に示す．図 16より，ジェスチャとジェスチャに対応した文章
の発話が同時に実行できていることが確認された．

図 16: 動作のタイムライン

7. 今後の課題

7.1 一般的なブログ記事の再生
本論文では専用に設計されたオーサリングツールを用いて

ブログ記事にジェスチャタグを埋め込んだ．そのため，一般的
なブログからはジェスチャコマンドを生成することができな
い．今後，一般的なブログ記事に対してもジェスチャと発話に
よる再生を行うために，顔文字や感嘆詞といったタグからジェ
スチャコマンドを生成できるようにする必要がある．

7.2 読み手とのインタラクション
本論文の BlogRobotは TENORIから与えられた記事を再

生することしかできない．今後，読み手の反応によって挙動を
変えたり，読み手の感想をブログにフィードバックする機能を
実装する必要がある．

8. まとめ

本研究では身体表現を伴う発話を用いてブログ記事を読み手
に伝える小型ロボット BlogRobotのためのブログからロボッ
トの動作コンテンツを生成するシステムTENORIを提案した．
BlogRobotでブログ記事を再生して読み手に臨場感を与える
ためには書き手が意図したタイミングで BlogRobotのジェス
チャを生成する機能が必要であった．TENORIでは (1)書き
手が簡単にジェスチャタグをブログに組み込むことが可能とな
るオーサリングツールと (2)ジェスチャタグからジェスチャを
生成する機能を実装することによってこれらの問題解決を図っ
た．TENORIを実装したシステムの動作確認を行い，オーサ
リングツールによってブログ記事に簡単に BlogRobotのジェ
スチャタグを組み込めることを確認した．次に，TENORIに
よってジェスチャタグが埋め込まれたブログ記事からジェス
チャコマンドを含んだ記事データへ変換できることを確認し
た．最後に，BlogRobot が TENORI から送られた記事デー
タを発話とジェスチャを用いて再生できることを確認した．
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